
【 安全は築くもの 】 
 ５２０人もの犠牲者を出した日航機墜落事故（198５年８

月１２日）。先日、テレビで遺族の方が「安全は守るというだ

けでなく、築いていくもの」という主旨の話をしていました。 

  事故当時、乗員組合の委員長として対応した元JAL(日 

本航空）機長の山口宏弥さんは、昨年１０月に開いた私た

ちのシンポジウムで「国際的に『安全とはあらゆる不安全 

要素を日々調べ上げ、分析し、その排除に向け絶え間な 

く取り組まれている状態』と定義されている」と話しました。 

 住民の声を聞かず、国や市が安全に背をむけている今、

私たち自らが安全をつくっていくことが、いっそう求められ

ているのではないでしょうか。 
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『 街 の 声 』 
 ≪飛行ルート直下の方のご意見≫ 

○ さいきん、飛ぶ日が多いです。1～2分の間で、つぎ 

  つぎに飛んでいるときもあります。午後３時になり「今日

もまた飛ぶ」と思うとイライラしてきて、精神的につらいです。 

○ ２０２０年３月２９日から飛び始め、もう３年以上にな 

  ります。反対の声が広がっているのに、住民説明会を 

  開こうとしない。国・県・市には本当に腹が立ちます。 

  ≪町会長のみなさんのご意見≫ 

○ 私もコンビナートで働いていますから、危険なことはよ 

   くわかっています。事故があれば避難は無理です。 

  みんなで考えなきゃダメですね。 

○ 私の町会は、地方からも人が集まってきて、長い間 

  仲良く、楽しい行事もやってきたところです。事故が起 

  きれば大変なことになりますから、 

  問題を共有したいです。 

 

川崎市はぜん息患者救済制度を廃止するな！ 

 福田市長はぜん息患者と 
      市民の声を聞け！ 
 6月16日市内で活動している『川崎公害病患者と家族

の会』、『年金者組合川崎支部協議会』、『羽田増便による

低空飛行ルートに反対する「川崎区民の会」』、『川崎市社

会保障推進協議会』が呼びかけ50団体130名が市役所

前に集まりました。 

 福田市長は、ぜん息患者の「いのち綱」である成人喘息

患者と小児喘息患者の医療費救済制度の廃止を6月議

会で決めようとしています。 

 この制度は2007年公害に起因するぜん息は死に直結

する疾患であるとの審議の結果、市議会全会派一致で採

択されました（当時の議事録による）。 

 川崎市が市民の意見を求めたパブリックコメントには

99.9％が制度の廃止に反対しています。それでも市長は 

「参考にするつもりではない、賛否を問うものではない」と

発言、市民の声を切り捨てる考えです。救済制度が廃止さ

れれば経済的な理由で医療機関による適切な治療が出

来なくなるぜ

ん息患者が

係わる問題で

す。ぜん息患

者救済制度を

守るために共

に声を上げて

いきましょう！ 

「区民の会」橘氏からの訴え 
福田市長の暴挙はぜん息患者の切り捨てだけでなく

「重度障害者の医療費助成制度、「障害者施設運営費の

補助」、「休日急患診療所の運営」、「高齢者に対する市単

独事業」等(補助)の見直し「敬老祝品の廃止」です。1970

年、当時の金刺市長が「石油コンビナートの上空を飛行機

が飛ぶのは危険」と国と結んだ「通知」を市議会にもかけ

ず独断で廃棄にしました。この暴挙は「安心、安全な環境

の下で生きる」ことを保障する川崎市の「子ども権利条例」

にも反するものです。「最幸のまち かわさき」と称し市民

の貴重な宝を次々と奪い市民生活に犠牲を強い、民主主

義の破壊と自治権、人格権を奪う福田市長の公約違反を

絶対に許すわけにはいきません。 
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6 月 10 日、「区民の会」主催、定例の JR 川崎駅前宣伝

を行いました。 

東京都大田区で活動されている「羽田空港増便問題

を考える会」から松島さんが参加し、5 月 4 日に実施した

「緊急騒音調査」結果の報告を行いました。 

「緊急騒音調査」では、5月に入り航空需要が回復し3時

間に 64 便が

川崎上空に向

けて離陸しま

した。騒音測

定場所は海

老取川に隣接

した羽田 6 丁

目五十間鼻

無縁仏堂の前で、全便が 75db を超え、94％が 80db を超

えました。最高値は日本航空 B737 型機が 88.4db を記録

しました。（80db は地下鉄の車内と同程度の騒音値です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公害病患者と家族の会」の訴え 

 会から数名の方が宣伝に参加され、昼間さんは次の様

に訴えました。川崎市は「ぜん息患者救済制度」を廃止し

ようとしています。ぜん息患者数が増加傾向にあるいま、

救済制度が廃止されれば、経済的な理由で医療機関によ

る適切な治療が出来なくなり、ぜん息患者の命に係わる問

題です。「ぜん息患者救済制度」を守るために共に声を上

げていきましょう！ 

 日本最大の京浜工業地帯のど真ん中に位置し、高度経

済成長時代に大気汚染によって多くの市民が健康をそこ

ない、亡くなった方もいました。被害を受けた患者同士で

「患者会」を作り、「きれいな空気と生きる権利」を求め、

1982 年に国、道路公団、企業を相手に川崎公害裁判を起

こし、1996 年公害排出企業と 1999 年に国、道路公団と和

解いました。 この裁判闘争の一環としてこれまでフェスタ

を27回開催しています。 

 5 月２１日（日）. JR 溝ノ口駅前ペデｴストリアンデッキで

市内各地の環境・まちづくりの活動報告がありました。 

小・中・高校生が「気候危機」について発表しました。 

医療・年金の相談コーナー、ジャズバンドや沖縄舞踊など、

多彩な企画でした。 

 「川崎区民の会」はパネルの展示、ニュースの配布を行

い、中央舞台のスピーチで『新飛行ル―トの現状』、『福田

市長の姿勢（「公開質問状を無視」）』、『区内町会長のみ

なさんの声（コンビナート事故が心配、問題を共有したい）』

について報告しました。 
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≪ 7・8 月行動計画 ≫ 

☆ JR川崎駅東口宣伝 

     7月15日 (土)  14時～15時 

     8月12日 (土)  14時～15時 

☆ 拡大世話人会（教育文化会館 第3会議室） 

     7月28日 (金)  15時～16：30 

     8月25日 (金) 15時～16：30 

☆ シマホ前宣伝 

     7月11日 (火） 15時～16時 

☆ 京浜急行川崎大師駅前 

    7月22日 (土) 14時～15時 

    8月26日 (土) 14時〜15時 

ＪＲ川崎駅前宣伝行動 
第28回 公害・環境・健康 

まちづくりフェスタ 


